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当
社
は
創
業
認
年
目
を
迎
え

る
。
父
の
後
を
継
ぎ
、
私
が
社

長
と
な
り
、
悶
年
目
に
な
る
。

引
き
継
い
で
し
ば
ら
く
し
て

「
会
社
を
創
っ
た
時
、
こ
ん
な

に
長
く
続
く
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
父
が
つ
ぶ
や
い
た
。

当
時
、
父
が
社
長
の
時
に
は

出
な
か
っ
た
問
題
が
噴
出
し

「
ま
っ
た
く
後
の
こ
と
を
考
え

て
い
な
い
！
」
と
少
し
イ
ラ
イ

ラ
が
募
っ
て
い
た
が
、
父
の
言

葉
で
「
創
業
者
」
を
陸
上
競
技

に
な
ぞ
ら
え
理
解
し
た
。

父
た
ち
「
創
業
者
」
は
、

1

0
0
M走
だ
と
思
い
ス
タ
1

．ト
。
そ
れ
が
、

2
0
0
M、
4

0
O
M－
－
－
、
や
が
て
長
距
離
と

な
り
、
競
技
場
を
出
て
マ
ラ
ソ

ン
。
疲
れ
て
き
て
「
あ
あ
、
こ

れ
は
駅
伝
だ
っ
た
の
か
」
と
悟

る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
誰
に

タ
ス
キ
を
渡
す
の
か
を
考
え
始

め
る
の
か
・
・
・
。

「
中
小
企
業
家
同
友
会
」
は
、

1
9
5
7年
に
東
京
で
誕
生

し
、
全
国
幻
都
道
府
県
、
約
4

万
4
千
人
の
会
員
を
擁
す
る
経

営
者
団
体
で
あ
る
。
個
人
事
業

主
を
含
む
中
小
企
業
経
営
者
と

そ
の
後
継
者
、
そ
れ
に
準
ず
る

も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

回
年
前
、
な
ぜ
「
企
業
家
」

と
い
う
名
称
を
使
っ
て
設
立
し

た
の
か
、
経
緯
は
わ
か
ら
な
い

が
、
私
は
こ
の
言
葉
に
引
か
れ

，る。
「
企
業
家
」
と
「
経
営
者
」

は
同
義
語
で
「
企
業
家
」
の
「
家
」

は
「
者
」
と
同
じ
意
味
だ
。
し

か
し
、
武
道
家
、
茶
道
家
な
ど

の
「
O
O家
」
は
、
伝
統
技
能

な
ど
を
継
承
す
る
者
を
意
味
す

る
。
結
婚
式
の
看
板
「
祝
O
O

家
」
は
、
一
族
や
家
族
全
体
を

意
味
す
る
が
、
夫
婦
・
親
子
の

綿
々
と
し
た
つ
な
が
り
も
想
像

さ
せ
る
。
さ
ら
に
大
き
く
な
る

と
「
国
家
」
だ
。
「
家
」
と
い

う
字
は
、
背
景
に
縦
軸
と
横
軸
、

つ
ま
り
「
広
が
り
」
と
「
歴
史
」

を
背
負
っ
た
字
だ
と
思
う
。

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
「
企
業

は
永
続
す
る
の
が
原
則
」
と
教

え
ら
れ
て
き
た
。
構
成
す
る
従

業
員
と
代
表
、
さ
ら
に
大
半
の

一・唱
八ゃ
木ぎ

と
こ
ろ
は
仕
事
も
入
れ
替
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
企
業
は
存
続
す

る。
そ
の
た
め
に
ま
ず
「
企
業
家
」

は
、
そ
の
代
表
と
し
て
、
先
代

た
ち
が
創
り
上
げ
、
守
っ
て
き

た
も
の
を
理
解
し
、
良
い
と
こ

ろ
は
継
承
し
、
お
か
し
な
と
こ

ろ
は
改
革
し
て
、
企
業
の
か
じ

取
り
を
行
う
。
そ
し
て
引
き
継

ぎ
時
期
に
向
か
っ
て
、
先
代
か

ら
の
も
の
と
、
自
分
が
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
を
、
次
の
世
代

に
託
し
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
昨
今
、
後
継
者
が

い
な
い
こ
と
に
よ
る
廃
業
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ

の
「
後
継
者
」
と
い
う
言
葉
に

違
和
感
を
覚
え
る
。
「
後
」
の

仁；

「
中
継
者
」
の
方
が
妥
当
だ
と

考
え
る
。

後
任
を
選
び
育
て
、
次
の
「
中

継
者
」
が
、
意
気
揚
々
と
ス
タ

ー
ト
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
こ

と
は
、
前
の
「
中
継
者
」
の
仕

事
で
あ
る
。

，

タ
ス
キ
を
渡
レ
た
と
き
「
後

は
俺
に
任
せ
ろ
！
」
と
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
背
中
を
「
頼
も
し
い

！
」
「
あ
い
つ
な
ら
で
き
る
」

と
感
じ
な
が
ら
送
り
出
す
こ
と

は
、
私
た
ち
「
中
継
者
」
の
夢

だ
当
社
に
、
父
の
創
る
も
の
に

あ
こ
が
れ
て
入
社
し
て
き
た
者

が
い
る
。
私
た
ち
も
、
こ
の
父

親
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
「
あ
こ

字
に
「
前
編
、
後
編
」
で
、
物
が
れ
」
、
「
目
標
」
と
さ
れ
る

語
の
完
結
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る

、
「
中
継
者
」
で
あ
り
た
い
と
思

か

ら

だ

。

う

。

私
は
「
後
継
者
」
で
は
な
く
、

県
中
小
企
業
家
同
友
会
代
表
理
事
。
神
奈
川
県
出
身
。
民
一
一

一
一
間
企
業
に
勤
め
た
後
、

1
9
8
5年
に
熱
成
形
加
工
の
シ
ン
一
一

一
一
デ
ン
（
本
社
・
小
山
市
）
に
入
社
、
引
年
か
ら
社
長
。
「
成
一
一

一
一
長
戦
略
の
根
本
は
人
」
と
し
全
社
員
の
年
齢
を
構
成
表
で
管
一
一

一
一
理
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
技
術
伝
承
に
力
を
注
ぐ
。
小
山
高
一
一

一
一
専
地
域
連
携
協
力
会
副
会
長
。
法
政
大
卒
。
茨
城
県
古
河
市
一
一

一
一
在
住
、
日
歳
。


